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改善の内容 

全車両、遮音材を対策品に交換するとともに、遮熱板を新規に取り付ける。 

基準不適合発生箇所    

エンジンルーム内の遮音材において、エキゾーストマニホールドとの隙間が少なく、かつ、

遮音材に固定点のない部分があるため、当該遮音材の一部が熱の影響により変形してエキゾー

ストマニホールドと接近することがある。そのため、そのまま使用を続けると、エキゾースト

マニホールドの熱により焼損し、最悪の場合、火災に至るおそれがある。 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：           は、交換部品を示す。         は、追加部品を示します。 
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遮熱板 


